
 

 
 

                            

       

東
京
・
神
奈
川
連
絡
会
の 

天
野
共
同
代
表
が
意
見
陳
述 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ス
ト
ッ
プ
・
リ
ニ
ア
！
訴
訟
第
二
六
回
口
頭
弁
論

が
二
月
三
日
午
後
二
時
か
ら
東
京
地
裁
で
開
か
れ
、

最
終
弁
論
と
し
て
原
告
二
人
（
天
野
捷
一
、
森
伸
一

氏
）
、
原
告
代
理
人
六
人
（
関
島
保
雄
、
和
泉
貴
士
、 

半
田
虎
生
、
山
下
潤
、
岡
本
浩
明
、
樽
井
直
樹
の
各
弁

護
士
）
が
意
見
陳
述
を
行
い
ま
し
た
。 

 
天
野
氏
は
「
リ
ニ
ア
事
業
の
実
現
を
認
め
た
国
交

大
臣
の
決
定
か
ら
間
も
な
く
一
二
年
を
迎
え
る
が
、

事
業
に
対
す
る
不
信
の
念
は
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
い

る
。
各
地
で
事
故
が
続
発
し
、
工
事
の
決
定
的
な
遅

れ
も
目
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
杜
撰
な
環
境
影
響
調

査
の
結
果
で
あ
り
、
将
来
国
民
の
負
担
に
な
る
建
設

費
の
追
加
も
予
想
さ
れ
る
。
国
民
も
リ
ニ
ア
の
実
現

を
望
ん
で
い
な
い
」
と
訴
え
、
市
原
義
孝
裁
判
長
に 

リ
ニ
ア
工
事
認
可
取
消
し
の
判
決
を
求
め
ま
し
た
。 

 

原
告
で
静
岡
県
島
田
市
の
森
伸
一
さ
ん
は
、
水
返

せ
運
動
な
ど
、
大
井
川
の
減
水
に
対
す
る
県
民
の
激

し
い
活
動
を
紹
介
し
、「
リ
ニ
ア
工
事
に
よ
る
毎
秒
二

ト
ン
の
減
水
は
大
き
い
」
と
し
て
工
事
中
止
を
求
め
、

裁
判
長
に
工
事
認
可
取
消
し
の
判
決
を
訴
え
ま
し
た
。 

                             

こ
こ
が
問
題
！
リ
ニ
ア
新
幹
線 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
１
０
１
号 

２
０
２
３
年
２
月
１
８
日 

工
事
認
可
取
消
判
決
求
め
裁
判
所
宛
の
要
請

は
が
き
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す 

 

リ
ニ
ア
訴
訟
原
告
団
は
、
判
決
日
の
七
月
一
八
日

以
前
に
、
裁
判
官
に
対
し
二
〇
一
四
年
十
月
の
国
交

大
臣
に
よ
る
リ
ニ
ア
工
事
実
施
計
画
の
認
可
を
取
り

消
し
の
判
決
を
出
す
よ
う
要
請
す
る
は
が
き
活
動
を

行
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
事
務
局
で
官
製
は
が
き

を
用
意
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
官
製
は
が
き
は
訴
訟
事
務
局
が
用
意
し
ま
す
。 

 

は
が
き
記
載
の
要
請
文
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

  

発
行 

リ
ニ
ア
新
幹
線
を
考
え
る 

東
京
・神
奈
川
連
絡
会 

 

ス
ト
ッ
プ
・
リ
ニ
ア
！
訴
訟
結
審
。 

判
決
は
７
月
１
８
日
に 

原
告
２
人
と
弁
護
団
６
人
が 

最
終
弁
論
で
工
事
認
可
取
消

の
判
決
を
求
め
る 

 

司法記者クラブで会見（２月３日）

ｈ 

リ
ニ
ア
工
事
認
可
取
り
消
し
の
判
決
を
！ 

 

私
た
ち
「
ス
ト
ッ
プ
・
リ
ニ
ア
！
訴
訟
」
の
原
告
七
八
一
人

は
、
各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
で
こ
の
訴
訟
の
原
告
に
な
り

ま
し
た
。
原
告
を
支
え
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
数
も
増
え
て
い
ま

す
。
私
た
ち
に
「
南
ア
ル
プ
ス
に
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
て
ほ
し
く

な
い
」
、
「
輸
送
の
安
全
性
が
確
認
さ
れ
な
い
鉄
道
は
ダ

メ
！
」
、「
生
活
が
不
条
理
に
脅
か
さ
れ
た
り
財
産
権
を
侵
害

さ
れ
る
の
は
イ
ヤ
だ
！
」
と
い
う
思
い
が
国
民
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。
リ
ニ
ア
新
幹
線
事
業
の
受
け
止
め
方
は
様
々
で
す

が
、
原
告
に
は
「
リ
ニ
ア
を
通
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
思

い
だ
け
は
共
通
で
す
。
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
二
五
回
の
口
頭

弁
論
で
そ
の
思
い
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。
昨
年
九
月
に
は
市

原
裁
判
長
を
は
じ
め
裁
判
官
に
は
リ
ニ
ア
山
梨
実
験
線
沿
線

に
赴
い
て
い
た
だ
き
地
下
水
の
枯
渇
や
騒
音
・
振
動
・
日
照
被

害
の
実
態
を
聴
取
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
裁
判
の
中
で
国
と
Ｊ

Ｒ
東
海
は
ま
と
も
な
反
論
も
、
リ
ニ
ア
工
事
に
関
す
る
具
体

的
な
情
報
も
示
し
て
い
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
裁
判
官
に
、
工
事

実
施
計
画
の
認
可
取
消
し
の
判
決
を
出
さ
れ
る
よ
う
強
く
お

願
い
し
ま
す
。 



 

Ｊ
Ｒ
東
海
リ
ニ
ア
工
事
事
務
所 

 
「
調
査
掘
進
は
３
月
中
に
始
め
た
い
」 

 

東
京
・
神
奈
川
連
絡
会
の
天
野
、
山
本
（
太
）、
矢

沢
の
３
共
同
代
表
は
二
月
一
三
日
、
一
二
月
の
リ
ニ

ア
工
事
関
連
の
質
問
書
に
対
す
る
Ｊ
Ｒ
東
海
側
の
回

答
を
神
奈
川
東
工
事
事
務
所
川
崎
分
室
で
聞
き
ま
し

た
。
Ｊ
Ｒ
東
海
は
一
月
一
七
日
か
ら
二
九
日
に
か
け

て
市
内
四
か
所
で
五
回
の
調
査
掘
進
説
明
会
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
説
明
会
で
Ｊ
Ｒ
東
海
は
梶
ヶ
谷
非
常

口
か
ら
犬
蔵
方
向
に
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
等
々
力
方

向
に
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
ま
た
東
百
合
ヶ
丘
非
常
口

か
ら
片
平
非
常
口
方
向
に
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
調
査

掘
進
を
行
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

 

調
査
掘
進
の
開
始
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
東
海
は
二
月
一

三
日
の
回
答
で
、
梶
ヶ
谷→

犬
蔵
方
向
と
東
百
合
ヶ

丘
か
ら
の
調
査
掘
進
は
三
月
中
に
開
始
し
、
梶
ヶ
谷

→

等
々
力
方
向
を
含
め
、
八
月
ご
ろ
を
目
途
に
終
わ

り
た
い
と
の
意
向
を
し
ま
し
ま
し
た
。 

北
工
区
の
調
査
掘
進
は
未
だ
停
止
中 

 

昨
年
二
月
以
降
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
北
品
川
非
常

口
か
ら
の
調
査
掘
進
は
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
内
部
か
ら

の
添
加
剤
注
入
口
の
洗
浄
を
行
っ
て
い
る
が
、
前
方

に
大
深
度
地
下
に
達
す
る
穴
を
つ
な
げ
て
注
入
口
に

付
着
し
た
土
を
除
去
す
る
方
法
に
つ
い
て
は
専
門
家

と
協
議
中
と
聞
い
て
い
る
と
答
え
、
北
品
川
の
調
査

掘
進
は
未
だ
停
止
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
ま
し
た
。 

添
加
剤
添
加
剤 

                         

                         
 

 
 

 
 

 
 

Ｊ
Ｒ
東
海
は
川
崎
市
内
で
リ
ニ
ア
大
深
度
ト
ン
ネ
ル 

 

梶
ヶ
谷
の
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
は
地
中
空
間
開
発

東
百
合
ヶ
丘
は
Ｊ
Ｉ
Ｍ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
製 

 

二
月
一
三
日
の
回
答
で
、
川
崎
で
の
調
査
掘
進
に
使

用
す
る
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
製
造
元
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ

東
海
は
、
「
梶
ヶ
谷
非
常
口
か
ら
の
掘
削
に
あ
た
る
シ

ー
ル
ド
マ
シ
ン
は
地
中
空
間
開
発
製
、
東
百
合
ヶ
丘
で

使
用
す
る
の
は
Ｊ
Ｉ
Ｍ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
製
で
あ
る
」
と

答
え
ま
し
た
。
な
お
、
北
品
川
の
調
査
掘
進
に
使
用
し

た
の
は
Ｊ
Ｉ
Ｍ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
製
で
す
。
事
前
の
地
質

調
査
に
つ
い
て
は
「
既
存
資
料
と
自
社
の
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
で
十
分
や
っ
て
い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。 

Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
「
梶
ヶ
谷
か
ら
犬
蔵
方
向
へ
の
調
査

掘
進
は
Ｊ
Ｒ
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
敷
地
内
で
あ
り
民
有

地
に
は
至
ら
な
い
。
東
百
合
丘
か
ら
の
調
査
掘
進
も
同

様
で
あ
る
。
梶
ヶ
谷→

等
々
力
へ
の
調
査
掘
進
は
こ
の

掘
削
の
後
に
行
う
」
と
の
方
針
を
示
し
ま
し
た
。
ま
た

「
川
崎
市
内
の
事
前
の
家
屋
調
査
は
三
千
戸
で
、
こ
の

う
ち
九
百
戸
に
調
査
協
力
を
依
頼
し
現
在
七
割
か
ら

調
査
に
応
じ
る
回
答
を
得
て
い
る
」
と
の
回
答
。 

調
査
掘
進
の
開
始
に
つ
い
て
そ
の
時
期
を
市
民
や

報
道
機
関
に
伝
え
る
の
か
の
質
問
に
は
、
「
シ
ー
ル
ド

マ
シ
ン
の
発
進
式
も
行
わ
な
い
の
で
事
前
告
知
は
行

わ
な
い
」
と
答
え
、
不
誠
実
な
対
応
で
し
た
。 

 

東
京
・
神
奈
川
連
絡
会
は
、
地
質
調
査
の
追
加
と
住

民
・
市
民
の
理
解
を
得
ら
れ
て
い
な
い
調
査
掘
進
の
取

り
止
め
を
求
め
ま
し
た
。 

 
北品川調査掘進の停止～２０２１年１０月から
調査掘進を開始、目標の３００ｍの予定が５０ｍ
掘ったところで停止。上図のシールドマシン中央
の添加剤注入口に土が付着し、昨年初めに掘進中
止。注入口を増やしたり、洗浄装置取付を予定。 

愛知県春日井市の坂下西非常口からの調査掘進開
始。わずか４０センチ掘ったところで切羽のカッタ
ービットが破損、掘削停止。カッタービットの取替
作業を行っている。大深度地下掘削の技術、地層の
詳細な知見が不足している結果ではないかか。 



 

Ｊ
Ｒ
東
海
は
川
崎
市
内
の
リ
ニ
ア

新
幹
線
の
梶
ヶ
谷
、
東
百
合
ヶ
丘
非
常

口
か
ら
大
深
度
ト
ン
ネ
ル
の
調
査
掘

進
を
行
う
と
し
て
、
一
月
十
七
日
～
二

十
九
日
ま
で
宮
前
、
中
原
、
高
津
、
麻

生
区
内
四
か
所
で
五
回
に
わ
た
っ
て

説
明
会
を
開
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
宮

前
の
百
名
を
最
高
に
五
〇
～
七
〇
名

と
少
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
町
内
会
ル

ー
ト
に
頼
っ
て
説
明
会
の
告
知
を
し

て
い
る
Ｊ
Ｒ
東
海
の
消
極
的
な
姿
勢

が
参
加
者
の
減
少
に
つ
な
が
る
形
で

影
響
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

東
京
・
神
奈
川
連
絡
会
は
説
明
会
前

に
リ
ニ
ア
大
深
度
工
事
の
危
険
性
を

明
ら
か
に
す
る
小
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

参
加
者
に
配
布
し
ま
し
た
。 

         

中
原
説
明
会
の
Ｊ
Ｒ
東
海
の
説
明 

【
梶
ヶ
谷
工
区
の
説
明
内
容
】 

「
第
一
首
都
圏
ト
ン
ネ
ル
は
四
つ
の
工
区
に
分
け
て

行
う
。
梶
ヶ
谷
工
区
は
非
常
口
か
ら
二
基
の
シ
ー
ル

ド
マ
シ
ン
に
よ
り
掘
削
を
行
う
。
一
号
機
は
西
側
か

ら
犬
蔵
非
常
口
を
通
っ
て
東
百
合
ヶ
丘
非
常
口
ま
で

掘
削
、
二
号
機
は
東
側
か
ら
始
め
等
々
力
非
常
口
ま

で
掘
削
す
る
。
一
号
機
は
組
立
終
了
、
二
号
機
は
組

立
中
で
あ
る
。
一
号
機
は
保
守
用
車
両
基
地
へ
の
ト

ン
ネ
ル
も
掘
削
す
る
。
梶
ヶ
谷
工
区
で
は
地
下
四
〇

～
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
固
く
締
ま
っ
た
地
盤
を
掘
っ
て

い
く
。
す
で
に
立
坑
の
建
設
、
シ
ー
ル
ド
機
の
組
み

立
て
等
を
行
っ
て
き
た
。
梶
ヶ
谷
非
常
口
は
平
成
三

年
十
月
に
完
成
し
、
資
材
搬
入
口
（
立
坑
）
は
令
和
三

年
二
月
に
完
成
し
て
い
る
。
梶
ヶ
谷
で
は
シ
ー
ル
ド

ト
ン
ネ
ル
の
掘
進
準
備
が
行
わ
れ
て
お
り
、
準
備
が

出
来
次
第
シ
ー
ル
ド
掘
進
を
始
め
る
。
犬
蔵
非
常
口
、

等
々
力
非
常
口
は
立
坑
躯
体
を
建
設
中
で
あ
り
、
東

百
合
ヶ
丘
非
常
口
は
令
和
三
年
八
月
に
完
成
し
た
」
。 

【
ト
ン
ネ
ル
工
事
で
の
安
全
・
安
心
の
取
組
み
】 

「
東
京
外
環
道
で
は
地
表
面
の
陥
没
事
故
の
原
因
と

し
て
、
特
殊
地
盤
に
お
け
る
施
工
に
課
題
が
あ
っ
た
。

中
央
新
幹
線
ル
ー
ト
に
は
特
殊
な
地
盤
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。
当
社
が
施
工
管
理
を
強
化
す
る
ポ
イ
ン

ト
は
以
下
の
四
つ
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

① 

追
加
ボ
ー
リ
ン
グ
で
採
取
し
た
土
砂
を
用
い
て

適
合
性
を
確
認
し
、
添
加
剤
の
種
類
や
量
を
慎
重

に
選
定
す
る
。 

② 

掘
進
中
は
チ
ャ
ン
バ
ー
内
の
泥
土
圧
を
、
大
断
面

に
よ
る
上
部
と
下
部
の
圧
力
の
差
や
勾
配
に
も

着
目
し
、
適
正
管
理
す
る
こ
と
を
徹
底
す
る
。 

③ 

新
た
に
泥
土
を
採
取
す
る
土
砂
サ
ン
プ
リ
ン
グ

装
置
を
搭
載
し
、
掘
進
中
に
泥
土
の
性
状
の
確
認

を
行
う
。 

④ 

掘
削
土
の
取
り
込
み
過
剰
の
兆
候
を
い
ち
早
く

把
握
す
る
た
め
に
設
計
上
の
掘
削
土
量
と
実
績

と
の
差
を
管
理
す
る
基
準
値
を
厳
し
く
設
定
す

る
」。 

説
明
に
参
加
者
の
疑
問
や
不
安
の
声 

相
次
ぐ 

 

今
回
の
各
区
で
の
調
査
掘
進
説
明
会
で
は
、
東
京

北
工
区
や
春
日
井
・
坂
下
西
工
区
で
の
調
査
掘
進
の

停
止
に
つ
い
て
も
初
め
に
説
明
せ
ず
、
梶
ヶ
谷
、
東

百
合
ヶ
丘
で
の
調
査
掘
進
を
急
ぐ
Ｊ
Ｒ
東
海
に
対
し

参
加
者
か
ら
強
い
抗
議
と
疑
問
の
声
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
一
年
以
上
も
調
査
掘
進
が
止
ま
っ
て
い
る
原
因

に
は
重
大
な
事
態
が
起
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
声
で
す
。
外
環
道
の
地
盤
陥
没
、
調
査
掘
進
の

長
期
停
止
を
受
け
止
め
れ
ば
、
調
査
掘
進
の
先
に
控

え
る
住
宅
地
で
の
大
深
度
ト
ン
ネ
ル
の
掘
進
は
ム
リ

で
は
な
い
か
と
住
民
た
ち
が
考
え
て
い
る
の
で
す
。 

 

工
事
を
急
げ
ば
事
故
が
ま
た
起
き
る
の
で
は
。 

川崎市内リニア調査掘進説明会（宮前・中原・高津・麻生）～１月１７～２９日 

トンネル工事を急ぐＪＲ東海に住民から「安全なのか」の疑問の声 
 

 

中原説明会（1 月 19 日）中原市民館 



 

東百合ヶ丘東百合ヶ丘非常口で伊藤清美氏の説明を聞くツアー参

加者 ２/14 

                  

リ
ニ
ア
工
事
・
大
規
模
開
発
現
場
を
視
察 

川
崎
市
中
北
部
８
か
所
を
、
２
０
人
が
見
る 

 

二
月
一
四
日
、
ま
ち
づ
く
り
・
環
境
運
動
川
崎
市

民
連
絡
会
の
呼
び
か
け
で
、
環
境
・
街
壊
し
現
場
を

バ
ス
で
視
察
す
る
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
東
京
・

神
奈
川
連
絡
会
か
ら
は
、
天
野
、
山
本
（
太
）
共
同
代

表
と
伊
藤
清
美
さ
ん
が
参
加
し
、
今
回
の
バ
ス
ツ
ア

ー
参
加
者
は
二
〇
人
に
上
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
は
午
前
九
時
に
南
武
線
武
蔵
小
杉
駅
に
集

合
し
、
始
め
に
小
杉
・
丸
子
ま
ち
づ
く
り
の
会
の
入

交
さ
ん
の
案
内
で
、
日
本
医
大
武
蔵
小
杉
病
院
跡
地

の
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
（
高
さ
一
八
〇
ｍ
、
五
〇
階
、

一
五
〇
〇
戸
）
の
建
設
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
広

広
大
な
敷
地
は
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
走
り
、
膨
大
な
掘

削
土
砂
が
積
み
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
周
辺
に
は
騒

音
や
粉
じ
ん
な
ど
の
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
武
蔵
小

杉
駅
周
辺
に
は
高
さ
一
五
〇
～
二
〇
〇
ｍ
の
超
高
層

マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
が
容
積
率

を
二
〇
〇
％
か
ら
六
〇
〇
％
に
引
き
上
げ
、
高
層
建

物
十
三
体
の
林
立
状
態
を
生
ん
だ
も
の
で
す
。 

 
 

        

こ
の
後
、
一
行
は
中
原
区
西
加
瀬
の
巨
大
物
流
倉

庫
建
設
予
定
地
に
向
か
い
ま
し
た
。
こ
こ
は
三
菱
ふ

そ
う
倉
庫
の
跡
地
で
広
さ
は
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
大

型
七
六
〇
台
を
含
む
毎
日
一
三
〇
〇
台
の
車
両
が
一

年
中
毎
日
出
入
り
す
る
日
本
最
大
級
の
物
流
倉
庫
の

建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
気
質
の
悪
化
、
道

路
渋
滞
、
振
動
、
騒
音
、
交
通
事
故
が
心
配
で
あ
り
、

周
辺
住
民
が
「
巨
大
倉
庫
は
い
ら
な
い
」
と
い
う
反

対
の
声
を
上
げ
て
い
ま
す
。 

 

続
い
て
、
バ
ス
は
リ
ニ
ア
等
々
力
非
常
口
、
梶
ヶ

谷
非
常
口
、
鷺
沼
駅
前
再
開
発
現
場
、
リ
ニ
ア
犬
蔵 

非
常
口
、
東
百
合
ヶ
丘
非
常
口
を
回
り
ま
し
た
。 

 

鷺
沼
駅
前
の
再
開
発
は
東
急
不
動
産
が
中
心
の
事

業
で
、
住
民
生
活
を
無
視
す
る
こ
の
計
画
に
つ
い
て

の
市
民
意
見
に
は
一
万
七
千
八
百
二
十
九
通
、
環
境

影
響
評
価
に
つ
い
て
二
千
六
百
通
の
意
見
書
が
提
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
武
蔵
小
杉
駅
周
辺
の
再
開
発
や

等
々
力
再
整
備
事
業
と
同
様
に
、
市
が
デ
ベ
ロ
ッ
パ

ー
に
積
極
的
に
協
力
し
環
境
保
全
や
住
民
生
活
を
な

い
が
し
ろ
に
し
て
い
ま
す
。 

 

バ
ス
ツ
ア
ー
は
長
沢
浄
水
場
で
市
上
下
水
道
局
よ

り
緊
急
給
水
装
置
の
説
明
を
聞
き
、
生
田
浄
水
場
の

再
整
備
の
模
様
を
視
察
、
最
後
に
登
戸
土
地
区
画
整

理
事
業
の
う
ち
高
さ
百
四
十
六
メ
ー
ト
ル
の
マ
ン
シ

ョ
ン
が
建
設
さ
れ
る
登
戸
駅
前
を
回
り
ま
し
た
。 
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小杉日医大病院跡地工事 

登戸土地区画整理事業

地 

こ
こ
が
問
題
！
リ
ニ
ア
新
幹
線 

 

Ｎ
Ｏ
・１
０
１
号 

発
行 

リ
ニ
ア
新
幹
線
を
考
え
る
東
京
・神
奈
川
連
絡
会 

 

天
野
捷
一
（中
原
・高
津
）０
９
０
・３
９
１
０
・８
１
７
３ 

山
本
太
三
雄
（宮
前
）  

０
９
０
・８
７
７
５
・１
８
７
９ 

矢
沢
美
也
（麻
生
・多
摩
）０
９
０
・６
１
０
８
・６
５
６
８ 


